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1  は  じ  め  に

農業所得確保のために果樹や野菜等の園芸作物を中心

とした複合経営を効率的に取り入れることが求められている。

しかし、稲作を基本とした農業経営において園芸等の複

合部門の新たな導入や拡大を図るためには、必然的に労

力の確保が前提となる。

稲作作業に視点を置いた場合、年間を通 し春作業 (4

月下旬から5月 下旬)と秋作業 (9月 中旬から10月 中

旬)に労力の繁忙期があることから、この時期に園芸等

複合部門の作業労力が重なる場合に作業労力調整の必要

性が生じる。このようなことから、園芸等複合部門の作

業労力を確保するために稲作の作型を春季と秋季別に類

型化することを試みたので報告する。

2試 験 方 法

1 材料及び方法
(1)移植/直播の供試品種と作期

※y:ゆめさやか a:あきたこまち h:はえぬき、

移植の作期は、圃場に移植した日とする。

(2)耕種概要

[移植]①栽植密度 :22 4株 /“
②施月巴 (N kg′a):基月巴0  4、 追肥 0  1 5

[直播]①播種法及び播種量 :条播、0 3 kg/a

※H15はシーダーテープにより条播
②施肥 (pJkg′ a):基肥0 4、 追肥0 2～ 0 15

3 試験結果及び考察
(1) 作業労力調整作型ファイルの考え方と構成
ア 春季作業労力調整作型ファイル [S lile]
水稲の播種期の設定の違いによる稲作の作型を播種

期の早い作型 Iか ら播種期の遅い作型VIま での 6つのタ

イプに類型化した。この場合の播種期は、移植栽培では

育苗箱への播種時期、直播栽培では圃場
への播種時期と

した。作型 I(「早期播種型J)では、収量性、品質、食

味特性値 (精玄米タンパク)を加味した上で、 4月 第 3

から第 4半旬の播種での稲作対応が可能であり、この場

合の栽培法は “移植 "、 対応品種は
「ゆめさやかJ、 「あき

たこまちJ、 「はえぬき」の 3品種であることを示してい

る。春季労力調整作型 Iを選択することにより、ねぎや

きゅうり、なす、加工用 トマ ト等の定植作業の労力調整

ができる。以下、同様に複合部門の作業計画を勘案しな

がら6つの類型から作型を選択することにより春季の作

業労力調整を図ることができる。 (表 1、 表 2)

イ 秋季作業労力調整作型ファイル [F‐日e]

水稲の成熟期の時期の早晩により、作型を I(「極早期

終了型J)か ら作型Ⅵ (「後期終了 1型」)ま で 6つに類型

化した。作型 1は 8月 末の収穫作業が可能であり、その

場合の栽培法は、品種が早生の
「ゆめさやか」で、移植、

直播の両栽培法での対応ができる。この作型の導入によ

り、ねぎ、さといも、早生リンゴの収穫作業等の労力確

保に対応できる。他作型の成熟期を参考に、複合部門の

作業計画に照らして、合理的な作型を選択し営農計画の

参考とする。 (図 1、 表 3)
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表 複合部門の作業労力調整作型ファイルの構成

備考)品種 Ivゆめさやか、aあきたこまち、h‐はえぬき、kコ シヒカリ 0数値情報有り  △一部数値情報有り

表2春季作業労力調整作型類型 [S■le]

表3 秋季作業労力調整作型類型 [F‐ lile]

●秋手口壺対応ファイル【F―日lol

几

")リ
スク絆●の餃定
A,,■― ●以上 検査等崚1●   C:● 量

…
以上 検■等●2●

日:●■
…
未渭 横■等級1等  D収■●― ●彙澤 ●■●●2●

作型タイプ
水稲の播種期

または、成熟期
移植/直播
の男1

品種
収

量

質
歩
∽

良
粒
合

検
査

等

級

タンパ

ク(%)

春

季

調

整

対

応

1 早期播種型 4月 第 3～第 4半旬 移植 3品種ly a,h) O △ O ○

ll 普通期播種型 4月 第 5～第 6半旬 移植/直播 4品種Oa,h,k) O △ O ○

lll 作期調整 (1) 型 5月 第 1～第 2半旬 移植/直播 3品種しa,h) O △ O O
Ⅳ 作期調整 (1) 型 5月 第 3～第 4半旬 移植/直播 3品種lv a,h) O △ ○ O
V 作期調整 (1) 型 5月 第 5～第 6半旬 移 :/直播 3品種ly a,h) O △ O 0
Ⅵ 危機回避型 ～ 6月第 2半旬まで 2品種lyD O △ O O

秋

季

調

整

対

応

: 了型 8月 第 6半句 /i O △ O O
Π 了型 9月 第 1～第 2半旬 移植/直幡 2品種G,ジ O △ O 0
皿 中期 冬了 (1) 型 9月 第 3～第 4半旬 移 i/直播 3品種Oa,D ○ △ 0 O
Ⅳ 中期終了 (1)型 9月第 5～第 6半旬 :/直播 3品種しa,D 0 △ 0
V 了 型 10月 第 1～第 2 i/直播 0 △ )
Ⅵ 了 型 10月 第 3～第 4 i/直播 0 △ O (

●●手口壺対応ファイル[S― Flol

さとい0崚瞑〈0月 上匈～T匈 )対応
ダイコン収糧 出街 10月 中旬～下匈)対応

は〈さい崚● 出薔(,0月 下匈～‖ π

`れ
いしょ収コ(,月 下匈)"`

崚生りんご(ふじ)収■い 月ヽ上匈～)"庫
か0(平嫉用,収罹い0月 上匈～下匈)"●

西澪ナシ0,,ス )●■(,0月 上切～下0旧 崚対
`

月下匈～8月 下匈)対応

4ま と め

春季および秋季の作業調整ができるファイルを作成し

た。春季調整対応のファイルは播種時期、秋季調整対応

のファイルは収穫期の早晩から稲作の作型を各々 6つの

作型に類型化 しており、また、各作型に関する収量・品

質 (良質粒歩合、検査等級)、 食味 (精玄米中のタンパク

質含有率)の数値を参考値として示 した。また、各ファ

イルの複合部門の適用の欄に、野菜・果樹等の春作業、

秋作業の労力確保または作業競合回避を図りたい場合に

適合する稲作の作型タイプが選択できるよう例示 した

(作型の逆引き対応 )。 また、各作型の収量性・検査等級

からリスク評価 (A～ D)を しており、基本的にB以上
のリスクが低い。今後、利用者の利便性の向上を図るた

めプログラム化を図ることが必要である。
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